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芦与!さj寅封林は由良I1のj間流域lζ位j設し，その出T'lUは約4，200haである O 部年12月から 3月まで
の冬期間は降雪があり変JtjJは多出で，林内は天然生の樹木が多く殺り，その樹臨も設簡である O
制査データは， 1964"'-1965伴にかけて，当時の戸生簡潔林教官・技官の手によって演習林内に
ランダムに定められた計63地点の方形プロット CO.lha)についての結果である O 樹木に関す
る調資内容は限箆10cm以上の金木について，樹首LJ二!爵・下関水の区別，腕高麗j菜，樹高，Ij三枝
， ti立j冠の臨筏であり，プロットi既況については，その{立鐙，標高，斜煽傾斜，斜面方位， 7[4 
i頂上の部位などである O 結果的に，ほとんどのプロットが天然生の林分であると判断される。 ζ
の調査の解析の結果はatlζWadaet al. 2)等i乙報告8れている O 間一時期に広範な範i掛からデー
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度は14m，その平均商は16mである o 4mの林分は人為的えr致活Lがあったζとを想像させる O
5. t立Jj鈴材積の指定法
!陶i斑i聞を(以下D と~\し，単位はαη) と tí'H高(以下H と称し，単位はm) から1制作材悩(以下
Vと称し，単位は1めを推定する。 2通りの方式を考える。第一は持生j演習林の天然生の調査木
から持率かれた和閉式 5)であり，第二は南生演習林の調査結果は含まれていないが， 1 B P調




針葉樹 :V=aD"HC (1) 
広葉樹:V = a D" (2) 
ECOL式は
V口 a(D2H)" (3) 
で，針1二を烈jわず式形は!可 4である。なお， a， b， Cはノfラメータで，その{直は表-21こ本お
れる o ECOL式では，パラメータ舟定i乙用いられたデータは針葉樹についてはアカマツ(ヂ葉)， 
カラマツ(長野)，スギ(千葉)，シラピソ(長野)であり，広葉樹ではブナ(新潟)，シイ
(熊本)，ウパメガシ(三選)，ツバキ(三護)である o 随一 6，7はこれらのデータのD2Hと
iYJ磁 (V)の関係を針策樹，出禁
信j別iζ示す。いずれも常用対数 表-2 1針紛糾'lW挽主主式のパラメー タ
表示であり， ζζではVの単位は
ば X10-3である。 a b C 
隠| 81ま和田式とECOL式で符， 平日日1式 針葉樹 6.7967 x 10向 5 1.9797 0.8002 
られた単木の材鍛会各 ロット 広Û:~扮j 1.0748 x 10-' 2.4307 
とと して林分落柏議(m' ECOLl'¥: H主~1.M 6.1906 x 10昨 S 0.9496 














1~-10は上勝・下関，長l' ・広葉樹別に，プロットむとの材関(ば/ha) を表わしている o
;tてのi!出合が多いのは当然として，その上騰水の中ではJ1二部樹が顕著である G







箆;の関係で示したのが関-12である。 SLOPECODEは斜而部{立をコー ドイヒ(1:谷， 2: ILJlIl:iJ， 
3: ill支， 4:i乱 5:尾股)したものである O 総観的lζ見れば，蓄積殺の多い部分は標高700m以上で，
















合が{底下する関向で，乙のJ誌は考慮しておく必 淡 3 各変数!削の関係式のパラメー タ
裂がある。
間 14は上腐水だけについて，樹j誌面積率 パラメー タ a b 
(C R)と林分譲積盤の関係を，針葉樹磁の1iil 4 0.825 
経本加に見ている O 本来1!ifJ琶船積率のよi棋は 1
( 5)式 49.896 116.237 
( 7)式の(1) 1.2839 0.02372 
であるが，地上調査からは上腐木といえども各 (2) 0.85186 0.03405 
樹木の樹践が道路していることを反映して， 1 (3) 0.94678 0.04211 
以上の{誌が表われている。 ζの点は1夜中からの (4) 1.0995 0.03709 
計測との対応ぞ考えるよてーは問題が殺る。全般 (10 )式の(1) 1.4338 0.1189 
に結j鼠面積率が増加すると，プロット (2) 1.3639 0.02861 
増える傾向が認められるo あるいは，樹冠断結
(3) 0.9651 0.03975 
(4) 1.4915 0.02165 
準が増大すれば，議摺援の変動が大きくなると (12)式の(1) 3.3090 0.1967 
みなした方が正しし、かもしれない。しかし，針 (2) 2.8531 0.05083 
第1!ifj議面積率が20%以上のポイントだけに着目 (3) 2.5419 0.1179 
すれば，明機な増加(頃向が認められる。全プロッ (4) 2.7449 0.07108 
トについてζの関係式を (14)式の(1) 356.6 2.2902 
V==a+b'CR (5) 
(2) 46.274 2.6964 
(3) 94.869 2.4535 









調査された上腐を形成する金木から， (1)針葉桜'f.(2)ブナ， (3)ミズナラ， (4)その他広葉樹に
4 13:分して，そのi度経 (D)，樹高(日)，樹鼠麟 (C)，単木材積 (V)の関係岳部ベた。
一般にDと日の関係は相対成長式として
1/日==a/D + l/Hmax 
と記述される。 ζζで aとHmaxl;:i:パラメー タである o (6)式を
D/H==a+bD 
と変形すれば







l/C a/H+ l/Cmax 















D = C (a + b H) (13) 






さらに， Cから単木材稿ぞ推定する場合は， D， H.>a?別々 に算定するよりも， D2Hとの関係を
綿ベる万が間接的である。いま，




l点だけ飛び離れたポイントがあり， ζの意味は:l]1l時点では不明である O しかし， rその他広葉
tliUで2点のみD2Hの高い点、があるが，これは図 9で見たカツラの大木である o ζれらの例
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The forest information investigat吋 atsixty-three plots in the Ashiu Experiment 
Forest of Kyoto University， in1964 -1965， was induded in the data base. 担ostof plots 
were composed of natural forest.官1告 relationshipsof the valiables each other， such as 
tr配 species，tree diameter at breast height， tr田 height，crown width， were analyzed. 
TI1e r巴sultsare as follows: 
l.The number of Cryptomeria jaρonica is the highest in the Ashiu experiment forest， 
but the ratio of it for total tree numbers decreases in the tr母esoccupied the upper layer. 
τne ratios of tr配 numbersof both Fagus crenatαand Quercus mongolica incr・easein the 
upper layer. 
2. The stem volume of閉め treeis sort凶 indescending， and is arranged from top to 
the fiftieth. It shows that Cercidiρhyllum japonicum occupies the NO.1 and NO.2 position 
despite a low frequency in the total tree numbers. A lots of Fagus cremnata and 
Quercus mongolica are induded in the Iist， but Cryttomeria j，αρonica is sparsely induded 
in the list in spite of the majority in the frequency of tr偲 numbers.
3.廿1eplots possessed the more wood volume are located in the higher poilits than 700 
meter a.s.l. and in the middle to upward of hillslope， but those possessed the 1巴sswood 
volum日 aredispersed in the whole area. 
4. Th邑 woodvolume of the trees in the upper layer is 82.5 percent of the whole trees， 
m average. 
5.官1ewood volume for the whole crown ratio by the ratio of the needl令treecrown 
shows that it increases in pr・oportionto the crown ratio more than 20 percent， the ratio 
of the n合edle-treecrown. 
6. Tree species in the upper layer are classified in four groups such as the needle tree， 
Fagus crenata， Quercus mongolica and the residual broad-leaved tree. And the relation-
ships between the diameter at 勧告astheight， tree height， crown width and wood volume 
each other were analyzed， and those parameters were determined. 
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I~- 1 森林翻資地点の{立讃
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図-15(4) J二路木の絢i潟i的援と絞li潟の関係
(その他広葉樹)
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上1滋*のD2Hと斡M般の関係
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図-18(4) 
30 20 
上j務木のD2Hと車H;J般の関係
(ミズナラ)
CRW 
Is 
図一18(3) 
